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科目 必修／選択 単位数 指導学年
教科書・副読本・問題集

教材名

理科  物理（２年） 選択 2 第２年次 後期
改訂版　物理（数研）
三訂版リードα物理基礎・物理

教科

学習の到達目標
物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、物理学的に探
究する能力と態度を身につけるとともに、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的
な自然観を身につける。

教科からのメッセージ（学習方法 等）
苦手意識を持たずに基本事項を確認していきましょう。いきなりハイレベル
なことを学習することはまずありません。丁寧に一歩ずつ日々復習をして
定着を目指しましょう。

「物理基礎」履修者に限る。
理系（特に工学系）進学希
望者は選択すること。

学習評価（評価規準と評価方法）
観点 観点の趣旨 主な評価方法

関心・意欲・態度
自然の事物・現象に関心や探究心をもち、意欲的にそれらを探究しようとするとともに、科学的態度を身
につけている。

小テスト、定期考査

思考・判断・表現
自然の事物・現象の中に問題を見いだし、探究する過程を通して、事象を科学的に考察し、導き出した考
えを的確に表現している。

小テスト、定期考査

観察・実験の技能
観察・実験を行い、基本操作を習得するとともに、それらの過程や結果を的確に記録、整理し、自然の事
物・現象を科学的に探究する技能を身につけている。

実験レポート

知識・理解 自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身につけている。 小テスト、定期考査

前
期

講義による授業
学びあい活動
調べ学習
生徒実験
演示実験

学習内容 単元目標（CAN-DO)／単元（題材）の評価規準 主な学習活動

年間（学期間）指導計画

後
期

力学（速度、加速
度、運動方程式、
投射運動、力の
モーメント、運動量
と力積、円運動、
単振動）(ABD)

力学（速度、加速度、運動方程式、投射
運動、力のモーメント、運動量と力積、円
運動、単振動）を理解する。(ABD)

講義による授業
学びあい活動
調べ学習
生徒実験
演示実験

力学（万有引力）
(ABD)
熱力学（状態方程
式、ボイル・シャル
ルの法則、気体の
状態変化、熱効
率）(ABD)

力学（万有引力）を理解する。(ABD)
熱力学（状態方程式、ボイル・シャルル
の法則、気体の状態変化、熱効率）を理
解する。(ABD)

講義による授業
学びあい活動
調べ学習
生徒実験
演示実験

波動学（波の性
質、正弦波、反
射、干渉、屈折、
回折、ホイヘンス
の原理、音波、光
波）(ABCD)

波動学（波の性質、正弦波、反射、干
渉、屈折、回折、ホイヘンスの原理、音
波、光波）を理解する。(ABCD)


